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広報「みやわか」が、あなたの生活に欠かせない「話題」と「情報」をお届けします

揺れ熊本地震を見て感じて改めて問い直す… 揺れに備える
４
月
14
日
以
降
に
発
生
し
た
、
熊
本
県
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。



地
震   

災
害
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こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
改
善
し
、
行
動

に
つ
な
げ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
当
然
な
が
ら
早
く
現
場
に
到
着
す
る
こ
と
で

よ
り
多
く
の
人
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
災
害
発
生
か
ら
七
十
二
時
間
が

経
過
す
る
と
、
生
存
率
が
極
め
て
低
く
な
り
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
の
時
は
、
私
自
身
も
現
地

で
活
動
し
ま
し
た
が
、
そ
の
多
く
が
人
命
救
助

活
動
で
は
な
く
、
行
方
不
明
者
を
捜
索
す
る
も

の
で
し
た
。
今
回
は
災
害
発
生
場
所
が
福
岡
県

か
ら
近
い
こ
と
や
出
動
し
た
隊
員
の
不
眠
不
休

の
活
動
か
ら
、
四
人
の
負
傷
者
を
救
助
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
消
防
署
員
に
と
っ
て
も
過
去
の
災
害

で
の
活
動
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
事
前
に
備

え
、
迅
速
な
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
も
同
じ
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

「
地
震
が
発
生
し
た
ら
」と
い
う

心
構
え
と
備
え

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」。

　
　
こ
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
災
害
は
い
つ

な
大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
被
災
地
の
消

防
力
だ
け
で
は
、
対
応
が
と
て
も
難
し
い
で
す
。

そ
の
た
め
、
被
災
し
て
い
な
い
他
県
の
消
防
が

支
援
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
た
の
が
、「
緊

急
消
防
援
助
隊
」で
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
が
大

き
な
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

た
と
き
は
、
福
岡
県
で
緊
急
消
防
援
助
隊
が
発

足
し
即
座
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
い

ざ
出
動
し
よ
う
に
も
準
備
な
ど
に
時
間
が
か
か

り
、
現
地
に
入
っ
て
活
動
す
る
ま
で
に
は
、
多
く

の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
出
動
に
短
時
間
で
対
応
で
き
た
の
は
、

経
験
が
行
動
に
つ
な
が
る

　
地
震
発
生
か
ら
二
時
間
半
後
、
直
方
・
鞍
手

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
の
隊
員
は

九
州
自
動
車
道
玉
名
パ
ー
キ
ン
グ
に
到
着
し
、

緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
、
被
災
地
支
援
に
向

か
い
ま
し
た
。
先
発
隊
は
、
午
前
４
時
45
分
に

震
源
地
で
あ
る
熊
本
県
益
城
町
に
到
着
、
救
助

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に

迅
速
に
行
動
で
き
た
の
か
、
き
っ
か
け
は
、
平
成

７
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
と
平
成
23

年
の
東
日
本
大
震
災
に
あ
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
や
今
回
の
熊
本
地
震
の
よ
う

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
私
た
ち
の
身
近
で
大
規
模
な
地
震
災
害
が

発
生
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
心
の
ど
こ
か
に

「
地
震
災
害
に
備
え
る
」
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

今
回
、
熊
本
県
で
震
度
七
の
地
震
が
二
回
も

発
生
し
、
宮
若
市
で
震
度
四
の
地
震
が
発
生
、
多

く
の
皆
さ
ん
が
そ
の

揺
れ
を
体
験
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
ま
だ
余

震
が
収
ま
ら
な
い
こ

と
か
ら
も
、
皆
さ
ん

も
実
際
に
、
地
震
の

恐
ろ
し
さ
を
体
感
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
経
験
を
し
た

今
だ
か
ら
こ
そ
、
備

え
に
つ
い
て
考
え
て

ほ
し
い
の
で
す
。

　

災
害
が
発
生
し
、

我
々
消
防
が
活
動
す

る
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
そ
の
消
防
力

に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。
も
し
災
害
が

起
こ
っ
た
ら
こ
う
し
よ
う
」
と
い
う
準
備
は
必
要

で
す
。

　
例
え
ば
、
非
常
時
に
備
え
、
水
や
食
料
を
用

意
し
て
お
く
。
緊
急
の
連
絡
方
法
、
集
合
場
所

を
決
め
る
。
ま
た
、
家
具
が
転
倒
し
な
い
よ
う

に
し
て
お
く
、
な
ど
で
き
る
か
ぎ
り
準
備
を
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

し
て
、
も
う
一
つ
、
日
頃
か
ら
各
地
域
で
防
災
訓

練
を
し
た
り
、
協
力
体
制
を
話
し
合
っ
て
お
く

こ
と
で
す
。
宮
若
市
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
る
「
宮

若
市
防
災
マ
ッ
プ
」
は
非
常
に
有
効
で
す
。
地

震
や
水
害
が
起
き
た
と
き
、
ど
こ
に
避
難
す
れ

ば
良
い
か
、
ま
た
そ
う
い
っ
た
災
害
が
ど
う
い
っ

た
場
所
で
起
こ
り
や
す
い
か
が
わ
か
り
や
す
く

表
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
集
ま
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
「
宮

若
市
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
を
活
用
し
て
直

接
皆
さ
ん
に
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
４
月
に
消
防
長
に
就
任
し
、
そ
の
職
責
の
重

さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。火
災
や
災
害
、

救
急
に
対
し
て
、
皆
さ
ん
が
安
全
で
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
署
員
一
同
、
努
め
て
い
く
所
存

で
す
。

Profile　
はらだしゅうじ さん
昭和５９年に直方・鞍手広域市町村
圏事務組合消防本部に奉職、消防士
を拝命。平成７年に直鞍地区として
初めて救命士となり、主に救急に従
事。平成２２年消防大学校幹部科修
了、平成２３年３月に発生した東日本
大震災には、緊急消防援助隊として
出動。平成２８年４月に消防長に就任。

４
月
14
日
の
前
震
で
熊
本
県
益
城
町
を
中
心
に
九
人
が
死
亡
、
九
州
各
地
で
計
一
千
人
超
が
負

傷
、
16
日
未
明
の
本
震
で
死
者
は
増
え
る
な
ど
、
い
ま
だ
被
害
の
全
容
も
把
握
で
き
な
い
熊
本

地
震
。
隣
県
で
発
生
し
た
地
震
災
害
は
、
宮
若
市
に
住
む
私
た
ち
に
も
直
接
影
響
を
与
え
て

ま
す
。

そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
地
震
災
害
の
心
構
え
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
で
す
。
４
月
か

ら
直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
の
消
防
長
に
就
任
し
た
原
田
修
司
さ
ん

に
自
身
の
経
験
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
心
構
え
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
す
。 熊本地震を見て感じて

改めて問い直す…

先発隊の写真からもその地震被害の大
きさが伝わってきます。今回は過去の
経験から迅速に現場に入ることができ
たため、人命救助につなげることがで
きたとのこと。「このような経験が宮
若市の安全安心のまちづくりにもきっ
と役立てられます」と、原田消防長。

　被災地への支援物資については、既に福岡県
と連携して被災地に届けました。
　今後、被災地の状況に応じて支援物資の受け
入れを終了する場合もあります。宮若市ホーム
ページや公式 Facebook で情報発信を行ってい
きますのでご確認ください。
● 問い合わせ　本庁人権福祉係☎３２・０７６５

　市内公共施設５カ所で義援金を受け付けます。
● 受付場所　 ▽本庁舎 ▽中央公民館 ▽若宮コミュ
ニティセンター「ハートフル」 ▽中央公民館若宮
分館 ▽生涯学習センター「宮若リコリス」
● 受付締切　６月３０日木まで
※ 詳細は本市ホームページでご確認ください。
● 問い合わせ　本庁人権福祉係☎３２・０７６５

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
、

「
も
し
起
こ
っ
た
ら
こ
う
し
よ
う
」と
い
う

準
備
が
必
要
で
す

支援物資 義援金

　トヨタ自動車九州株式会社では、熊本地震
の影響で一部部品の納品が困難なことから、
生産を一時停止しています。そのような中、い
ち早く支援物資を被災地に届けようと、取り組
みを行っています。このように市内の企業の皆
さんを始め、市民の皆さんによる被災地支援の
輪は広がりをみせています。

企業・市民
による

支援活動



「
効
率
的
な
行
政
運
営
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
へ
」

組
織
再
編
と
人
事
異
動

４
月
１
日
に
発
令
と
な
っ
た
組
織
再
編
と
人
事
異
動
。

係
長
以
上
の
職
員
と
事
務
室
配
置
を
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

議会
事務局

土木建設課

総合
政策課

１０２会議室
１０３
会議室

市民生活課健康福祉課

税務収納課 会計課

総務課
（情報推進係）

建築都市課

下水道課

水道課

▼ 

環境保全課

健康福祉課
（地域包括支援センター）

正面玄関

情報公開室

総合
案内

本庁舎 / ２階各課配置図

市長 有吉哲信

副市長 向井敏博

　　　総務部
総務部長 山中敏範

　　　総務部　総務課
課長 白土成人

課長補佐 吉田哲也

総務Ｇ係長 宮田享典

情報推進係長 三嶋圭介

防災安全係長 小田文哉

　　　総務部　管財課
課長 野田哲也

財産管理係長 小南裕史

契約係長 木野　学

　　　議会事務局
議会事務局長 有田勇二

議会係長 宮本靖洋

　　　産業建設部
産業建設部長 吉村和麿

産業建設部次長 木下省二

　　　産業建設部　土木建設課
課長 山口　享

課長補佐 福田　治

維持係長 福田　治（兼務）

建設係長 田代　朋

農業土木係長 和田慎二

　　　総合政策部
総合政策部長 吉田順一

総合政策部次長 大五裕之

　　　総合政策部　総合政策課
課長 吉村浩子

課長補佐 井川健一

秘書・政策推進Ｇ係長
福原千津

林　慎治

財政係長 井川健一（兼務）

　　　総合政策部　まちづくり推進課
課長 吉村保彦

地域振興係長 野見山徹

拠点整備推進係長 佐野史晃

※ 「Ｇ」はグループを指します。

総務課 管財課

まちづくり
推進課

議場

本庁舎 /１階各課配置図

委員会室 委員会室

委員会室

別館２

別館２

１０１会議室

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事
業
「
カ

ナ
ダ
研
修
」
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
施
策
を
推
進
す
る
政
策

推
進
係
と
、
広
報
み
や
わ
か
の

発
行
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
広
く
市
政
情

報
を
発
信
す
る
広
報
業
務
と

秘
書
業
務
を
担
当
す
る
秘
書

広
報
係
を
秘
書
・
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ

に
再
編
し
ま
し
た
。

　
市
の
施
策
を
迅
速
に
情
報
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
、
今
後
ふ
る
さ
と
納
税
の

取
り
組
み
を
強
化
す
る
上
で
Ｐ
Ｒ
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
一
部
の
組
織
の
再
編

と
七
人
の
昇
任
、
五
十
八
人
の
異

動
を
行
い
ま
し
た
。
大
幅
な
組
織
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
部
名
称
や
業
務
内

容
が
変
わ
り
ま
し
た
。

効
率
的
な
組
織
運
営
の
た
め
、

一
部
組
織
を
再
編

　
ま
ち
の
方
向
性
を
示
し
、
具
体
的
な
施

策
を
盛
り
込
ん
だ
総
合
計
画
の
策
定
や
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
の
推
進
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
ほ
か
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

九
州
と
宗
像
市
と
の
三
者
連
携
に
よ
る
グ

　
そ
の
他
、
生
涯
学
習
の
推
進
や
青
少
年

健
全
育
成
事
業
、
子
育
て
サ
ロ
ン
、
人
権

教
育
な
ど
幅
広
い
業
務
を
行
う
社
会
教
育

推
進
係
と
、
リ
コ
リ
ス
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
コ

ン
サ
ー
ト
や
宮
若
市
文
化
祭
な
ど
芸
術
文

化
の
振
興
や
、
国
指
定
史
跡
の
竹
原
古
墳

を
は
じ
め
と
す
る
文
化
財
の
保
存
な
ど
、

歴
史
文
化
の
保
全
・
保
護
を
行
う
文
化
振

興
係
を
、
社
会
教
育
・
文
化
推
進
グ
ル
ー

プ
に
再
編
し
ま
し
た
。

　
市
制
十
一
年
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

宮
若
市
。
今
後
も
効
率
的
で
質
の
高
い
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ

と
の
着
実
な
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

各種手続きなど、担当窓口
の場所がわからない場合は
正面玄関入って左の総合窓
口案内へお尋ねください。

　　　総務部　市民生活課
課長 尾藤康弘

課長補佐 武谷伸治

市民係長 冨安智香

国保年金係長 武谷伸治（兼務）

　　　総務部　税務収納課
課長 菊池賢豪

課長補佐 豊福和久

市民税係長 加留部正将

資産税係長 古野誠吾

収納・滞納対策係長 豊福和久（兼務）

　　　会計課
会計管理者 安永美香

会計係長 奈木野広幸

　　　民生部
民生部長 山本和久

民生部次長 灘波千明

　　　民生部　健康福祉課
課長 灘波千明（兼務）

課長補佐 伊藤満子

障害者福祉係長 大谷祐輔

高齢者福祉係長 伊藤満子（兼務）

地域包括支援センター係長 和田　浩

（介護保険広域連合鞍手支部派遣）
係長 松井秀臣

　　　民生部　環境保全課
課長 本松伸二

課長補佐 関岡雄二

環境衛生係長 関岡雄二（兼務）

環境対策係長 原　良隆

　　　産業建設部　建築都市課
課長 塩川順一

建築都市Ｇ係長 中川洋一

住宅管理係長 田代潤一郎

　　　産業建設部　下水道課
課長 有吉智和

下水道係長 党　広正

管理係長 戸井一晶

　　　水道課
課長 柴田伸幸

課長補佐 宗岡雅人

業務係長 竹松知洋

給水係長 宗岡雅人（兼務）

浄水係長 柿原義博

　固定資産税相当額の奨励金の
交付や新婚、子育て世帯を対象
にする家賃補助などの窓口は、
まちづくり推進課地域振興係で
行っています。
　また、７月から予約分譲を行う
光陵団地の窓口も地域振興係と
なりますので、詳細についてはお
問い合わせいただくか、市公式
ホームページをご確認ください。
● 問い合わせ　☎ 32・0773

▶Information

定住促進事業の１つとして光陵団地は７月
から予約分譲を予定しています。
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「
効
率
的
な
行
政
運
営
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
へ
」　　

組
織
再
編
と
人
事
異
動

教育長 中村直史

　　　教育部
部長 有吉光彦

　　　教育部　学校教育課
課長 東　雅也

主幹指導主事 下田和子

管理係長 田原淳一郎

学校教育係長 林真喜子

宮田北幼稚園長 有吉文香

宮田東幼稚園長 長野美津子

宮田南幼稚園長 古野優子

若宮幼稚園長 麻生秀子

　　　教育部　社会教育課
課長 舌間　悟

課長補佐 豊福徳光

公民館・スポーツ振興係長 豊福徳光（兼務）

社会教育・文化推進G 係長 有川淳子

　　　教育部　学校給食課
課長 東　雅也（兼務）

学校給食係長 溝口　徹

　　　総務部　市民課
支所長 長濱裕一

課長補佐 飯野雅美

市民福祉Ｇ係長 飯野雅美（兼務）

民生部　健康福祉課（保健センターパレット）

健康対策係長 田川澄子

　　　産業建設部　産業観光課
課長 荒牧裕次

商工振興係長 入江康友

観光推進係長 川波留美

　　　産業建設部　農政課
課長 谷口　忠

課長補佐 竹田和彦

農林対策係長 竹田和彦（兼務）

農業振興係長 有吉　宏

　　　監査事務局
監査事務局長 榎本啓司

監査事務局係長 奈木野哲也

　　　農業委員会事務局
農業委員会事務局長 谷口　忠（兼務）

農業委員会事務局課長補佐 竹田和彦（兼務）

農業委員会事務局係長 角屋哲治

　　　民生部　子育て支援課
課長 松尾竜彦

課長補佐 宮原真由美

子育て支援係長 宮原真由美（兼務）

幼児育成係長 齊藤　潔

第２保育所長 高島真弓

第３保育所長 安増浩美

　　　民生部　保護人権課
課長 花井秀俊

事務係長 関岡正治

保護係長 川波明憲

人権福祉係長 寺本卓史

　　　産業建設部　土地対策課
課長 伊藤　剛

課長補佐 谷口公成

用地係長 谷口公成（兼務）

国県道整備対策係長 檜枝茂雄

国土調査係長 青木幸雄

土地対策課
（国土調査係）

別館２　１階 / 各課配置図

　３月３１日、本庁議場で退職者の辞令交付を行いました。平成２７年度末をもって退職する６人の
職員は、有吉市長から１人ひとり辞令を受け取りました。長年のお勤め、本当にお疲れ様でした。

教育委員会

保健センターパレット

若宮コミュニティセンター「ハートフル」

別館２　２階 / 各課配置図

別館３　１階 / 配置図 ２階 / 配置図

産業観光課 農政課

農業委員会事務局

監査事務局

１０５会議室

保護人権課

子育て支援課

土地対策課

長年のお勤めご苦労さまでした【平成２７年度退職者】

社会教育課公民館・スポーツ振興係 池田穏文（左１） 子育て支援課幼児育成係 橋本　亮（左４）

税務収納課資産税係 垣田英樹（左２） 市民生活課国保年金係 山本真由美（左５）

土木建設課維持係 戸畑大輔（左３）

フレッシュにがんばります【平成２８年度新規採用職員】
　４月１日、本年度の新規採用職員に辞令が交付されました。５人の新戦力を紹介します。

行政機能をもつ複合施
設です。施設内には市
民課を配置し、若宮地
区の拠点として皆さん
に利用されています。

さまざまな保健事業を
展開している保健セン
ターパレット。３月広
報と同便で配布した保
健事業カレンダーを参
考にご利用ください。

1 学校教育課。2 中央公民館には公民館・ス
ポーツ振興係。3 学校給食課が入る共同調理
場。4 生涯学習の拠点である宮若リコリス。

1 2

34

平成２７年５月号から平成２８年４月号までの１２号で広報担当を離れることになりました。異動はなかったものの、４月からはホームペー
ジのリニューアルなどを担当しています。思い返すとたった１年ですが、本当に濃密な日々でした。特に昨年度は市制施行１０周年記念
の年。たったひとり、イベントの取材から紙面の作成までてんやわんやの毎日ながら、取材を通して多くの皆さんと出会い、微力なが
ら想いをつなぐお手伝いをさせていただきました。つたない取材にご協力いただいた皆さん、本当にありがとうございました。桜の咲く
季節、皆さんに新しいホームページを見ていただけるよう、準備を進めていきます。お楽しみに！（公式 facebookも更新中の前任者、立石裕子）

平成２８年５月号から広報担当となりました、ひよっこ広報マンです。先輩方が築いたものがあまりに大
きく、少し不安もありますが、自分ができることを常に全力でやりきるしかないと思っておりますので、
どうか温かい目で見守っていただけると幸いです。イベントの取材や広報の作成は、入庁前から憧れてい
た仕事です。これからさまざまなニュースをたくさん届けていきたいと思いますので、これからどうぞよ
ろしくお願いします。今後も楽しい広報を作っていけるように精進いたします。（新広報担当　岩見和哉）

広報担当
  　バトンリレー
今月号より広報担当が変わりました。
読んでくださる皆さんに感謝を込めて…

次長 本田克也 係長 豊福秀顕 教諭 清水智子

課長 本田光生 係長 清水範行 主任技師 三島佑介

本年度の保健事業カ
レンダーは冊子タイ
プ。総合検診の申し
込みはがきも付いて
います。詳しくは１３
ページ「今月の健康」
をご確認ください。
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　３月２４日、笠松幼稚園で閉園記念行事「感謝のセレモニー」が
行われました。この日は笠松小学校児童など卒園児や保護者、地
域の人たちに園内が開放され、園児の作品やアルバムなどを見て思
い思いのひとときを過ごしました。
　最後は園庭に集まったみんなで花の種とメッセージを付けた風船
１３０個を飛ばし、風に乗ってどこまでも飛んでいくカラフルな風船
たちを見送りました。在園児の有吉清夏ちゃんは「少しさみしいけ
ど、若宮幼稚園でもたくさん友達をつくりたいです。風船が、遠く
まで飛んでいくといいな」と話してくれました。

▼  笠松幼稚園閉園記念行事「感謝のセレモニー」

あなたの身近で起きた出来事や楽しい話題、イベントなどの情報を教えてください。本庁秘書広報係☎３２・０５１２（内線２２５）まで

感謝の気持ちを風船にのせて

広報担当がどこにでも取材に行きます！

どこかにあなたの知っている人がいるかもしれない

まちの話題やイベントを紹介するこのページの名は…

たいせつに使ってね

▼  宮田企業交流会、若宮企業交流会から寄贈

いにしえのロマンに想いをはせて

▼  竹原古墳・王塚古墳の同時公開

　４月１７日、黒丸地区にある清水寺で清水寺で春の大祭が行われ
ました。五穀豊穣、無病息災を願い行われているこのお祭り。戦時
中から戦後にかけて行われませんでしたがその後復活し、今回で１
２回目となります。会場では無料でぜんざいが振る舞われたり、若
宮司書太鼓の演奏があるなど、地域の皆さんが楽しめるイベントで
した。クライマックスに行われる火渡りでは多くの人々が無病息災
を祈り、熱い灰の上を歩きました「家族がいつまでも健康であるよ
う祈りながら歩きました、熱かったです」と話してくれたのは９か
月の愛娘、佳歩ちゃんを抱いて火渡りに挑戦した松尾渉さんです。

火渡りで家内安全祈る

▼  清水寺で火渡り修行

　９月１９日、宮田企業交流会と若宮企業交流会が合同でチャリ
ティーゴルフ大会を行い、その収益金を市へ寄付しました。
　この日は森和夫さん（下写真右）と高井浩一さん（下写真中央）が
有吉市長を訪問。毎年まちづくりへの支援をいただいていますが、

今回の収益は、若宮学童保育所で、「長
テーブル」の購入に活用させていただ
きました。子どもたちも、学校の宿題
を頑張ったり、パズルを広げたりと楽
しく使って過ごせています。

満３歳までの宮若っ子
を募集します。６月生
まれで希望者は、５月
１０日火までに本庁秘
書 ･ 政策推進 G、支所
市民福祉 G までお申
し込みください。

　４月２０日、宮若市交通公園で直方警察署が主催する電動カーの
講習会が行われました。６人の参加者が安全について再確認しまし
た。警察官や高齢者交通安全指導員のアドバイスを受けながら、S
字カーブや見通しの悪い交差点、バック走行などさまざまな状況が
再現された特設コースを走行し、電動カーの特性を再確認しました。
交通マナーや運転技術向上に取り組みました。
　最後に行われた運転技術を競うコンテストでは、各箇所ごとに点
数を付けて競われましたが、ベテランの野崎国春さんが全ての箇所
で安全に走行できているという評価を得て優勝しました。

あらためて安全を学ぶ

▼宮若市交通公園で電動カーの講習会

３歳おめでとう！大き
くなったね、ありがと
う♡これからも楽しい
事いっぱいしようね。

岩
いわした

下 市
いちほ

歩ちゃん

Ｈ 25 年 5 月 9 日生
（宮田）

食べることが大好きな
心遥ちゃん♡これから
もスクスク元気に育っ
てね。

大
おおつか

塚 心
こはる

遥ちゃん

Ｈ 26 年 5 月 8 日生
（本城）

１歳のお誕生日おめで
とう。笑顔が最高にか
わいい廉ちゃん♡優し
い子に育ってね。大好
きだよ♡

小
こまつばら

松原 廉
れんしん

心ちゃん

Ｈ 27 年 5 月 13 日生
（本城）

あっくん、２歳のお誕
生日おめでとう !パパ
もママもお腹のベビち
ゃんもにいにが大好き
だよ♡

小
こばやし

林 新
あらた

ちゃん

Ｈ 26 年 5 月 14 日生
（本城）

栗
くりはら

原 明
めい
依ちゃん

Ｈ 27 年 5 月 19 日生
（小伏）

めい１才おめでとう
これからもかわいい
笑顔をたくさんみせて
ね。

祥太の笑顔でこれから
もみんなを癒してね♡

久
ひさかど

門 祥
しょうた

太ちゃん

Ｈ 27 年 5 月 1 日生
（小伏）

２歳のお誕生日おめで
とう！これからも透菜
の笑顔でみんなを癒や
してね。

藤
ふじわら

原 透
ゆきな

菜ちゃん

Ｈ 26 年 5 月 1 日生
（宮田）

我が家のアイドル、
ときや君！これからも
お兄ちゃん、お姉ちゃ
んと仲良く元気に育っ
てね。

吉
よしむら

村 飛
ときや
貴也ちゃん

Ｈ 25 年 5 月 17 日生
（鶴田）

3歳おめでとう！！
元気いっぱい大きくな
ってね！！

秀
ひでしま

島 圭
けいいちろう

一郎ちゃん

Ｈ 25 年 5 月 21 日生
（宮田）

益
ますだ

田 煌
りきや

弥ちゃん

Ｈ 25 年 5 月 13 日生
（龍徳）

３歳のおたんじょうび
おめでとう！！
これからも３人仲良く
元気いっぱいおおきく
なってね♡

何にでも興味津々な宗
希君！いつもニコニコ
笑顔に癒やされます。
元気に大きくなろう
ね！

神
こうや

谷 宗
そうき

希ちゃん

Ｈ 27 年 5 月 15 日生
（上有木）

２才おめでとう♡
これからもにいにと仲
良く元気に成長してね
♡

中
なかにし

西 慶
けいご

吾ちゃん

Ｈ 26 年 5 月 17 日生
（宮田）

お兄ちゃん大好き、いっ
ちゃん♡これからも元気
に大きくなってね。

鶴
つるもり

森 一
いっさ
颯ちゃん

Ｈ 26 年 5 月 7 日生
（龍徳）

　4 月16、17 日、竹原古墳で古墳の公開が行われました。王塚古
墳と同時公開とあって多くの見学者が集まりました。遠くは栃木や
東京からも参加者があり、大盛況の二日間でした。
中には若い女性の古墳ファン、長年この公開を楽しみにしている常
連ファンなど、あらためて歴史好きの層
の厚さが感じられました。ボランティア
ガイドの眞角さんは、「遠くからも見学
者がありうれしい。これからも大切に保
存していきたい」と話しました。



皆さんの生活に直結する制度やイベントを紹介する
コーナーです

みやわか・もっと市政情報
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職員採用試験【保健師】

【宮若市職員採用試験】
保健師を募集します ● 問い合わせ　本庁総務 G ☎ 32・0511

市
民
の
保
健
福
祉
向

上
の
た
め
、
一
緒
に

働
く
職
員（
保
健
師
）

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
領

● 

採
用
職
種　
保
健
師

● 

採
用
予
定
数
　
三
人
程
度

● 

受
験
資
格　
昭
和
56
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
7
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
保
健
師
免
許
を
有

す
る
人（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

● 

採
用
予
定
日
　
平
成
28
年

８
月
１
日 

試
験
日
程

● 

と
き　
６
月
26
日
日

● 

と
こ
ろ　
宮
若
市
役
所

● 

第
一
次
試
験
科
目　
教
養

試
験
（
短
大
卒
程
度
）、
専
門

試
験

● 

第
二
次
試
験　
７
月
中
旬

予
定

※ 

第
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知

し
ま
す
。

申
込
手
続
き
に
つ
い
て

● 

申
込
用
紙
の
配
布　
本
庁

総
務
G
か
支
所
市
民
福
祉

G
で
５
月
９
日
月
か
ら
27

日
金
ま
で（
平
日
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）。

※ 

郵
便
で
請
求
す
る
と
き
は
、

封
筒
の
表
に「
受
験
申
込
用
紙

請
求
」と
朱
書
し
、
百
二
十
円

切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
Ａ

４
サ
イ
ズ
が
入
る
返
信
用
封
筒

を
同
封
の
う
え
、
５
月
16
日
月

ま
で
に
届
く
よ
う
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

宮
若
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

試
験
要
項
、
受
験
申
込
書
、
受

験
票
、
写
真
票
、
自
己
ア
ピ
ー

ル
シ
ー
ト
の
様
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

● 

受
付
期
間　
５
月
９
日
月
か

ら
27
日
金
ま
で

※ 

郵
送
の
場
合
は
、
５
月
27
日

金
ま
で
の
消
印
が
あ
り
、
書
類

に
不
備
の
な
い
も
の
に
限
り
受

け
付
け
ま
す
。

● 
受
付
場
所　
本
庁
総
務
G

※ 

支
所
で
は
受
付
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 

提
出
書
類　
▽
受
験
申
込
書

▽
受
験
票
▽
写
真
票
▽
自
己

ア
ピ
ー
ル
シ
ー
ト
▽
保
健
師

免
許
証
の
写
し

※ 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記

し
押
印
の
上
、
写
真
を
所
定

の
位
置
に
貼
っ
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。郵
送
の
場
合
は
、

封
筒
の
表
に「
受
験
申
込
」

と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

市営住宅・県営住宅空家の入居者募集

市営住宅・県営住宅の入居者を募集します
【一般募集・特別募集】

● 問い合わせ　本庁住宅管理係☎ 32・0955
筑豊県営住宅管理事務所☎ 0948・21・3232

市
営
住
宅
と
県
営
住
宅

の
入
居
者
募
集
を
行

い
ま
す
。

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
特
別
募
集
と
は
過
去
の
死
亡

事
故
な
ど
に
よ
り
募
集
を
停
止

し
て
い
た
住
宅
で
す
。
入
居
決

定
後
に
住
宅
補
修
す
る
た
め
、

入
居
時
期
が
遅
れ
ま
す
。

● 

受
付
締
切　
５
月
２
日
月

か
ら
13
日
金
ま
で

● 

申
込
書
配
布　
本
庁
住
宅

管
理
係
、支
所
市
民
福
祉
G

● 

募
集
団
地　
▼
一
般
募
集　

▽
和
の
里
団
地
＝
二
戸
▽
陽

の
浦
団
地
＝
二
戸
▽
新
成
団

地
＝
三
戸
▽
乙
野
団
地
＝
三

戸
内
一
戸
単
身
可

　

 

▼
特
別
募
集　
▽
陽
の
浦
団

地
＝
一
戸
単
身
可
▽
新
成
団

地
＝
一
戸

※ 

災
害
発
生
な
ど
で
募
集
を
行

わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

● 

申
込
資
格　
① 

市
内
在
住

者
か
市
内
に
勤
務
す
る
者

　
② 

同
居
し
て
い
る
親
族
、
同

居
し
よ
う
と
し
て
い
る
親
族

が
あ
る
人
（
単
身
の
場
合
は
、

①
③
④
⑤
⑥
の
条
件
を
満
た
し
、

独
立
し
た
生
計
を
営
め
る
人
。
ま

た
、
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
や
身
体
に
障
害
が
あ
る
人
な

ど
で
も
、
居
宅
に
お
い
て
必
要
な

介
護
を
受
け
ら
れ
る
人
も
含
み
ま

す
。
た
だ
し
床
面
積
五
十
五
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下
に
限
り
ま
す
）

　
③ 

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
。

　
④ 

申
込
者
と
同
居
親
族
の

総
所
得
が
月
額
十
五
万
八

千
円
以
下
で
あ
る
人
。
乙
野

団
地
の
み
申
込
者
が
高
齢

な
ど
で
あ
る
場
合
は
、
総
所

得
が
月
額
二
十
五
万
九
千

円
以
下
の
人
。

　
⑤ 

申
込
者
や
同
居
親
族
が

暴
力
団
員
で
な
い
人
。

　
⑥ 

過
去
に
無
断
で
の
退
去

や
家
賃
滞
納
な
ど
、
不
正
な

使
用
な
ど
を
し
た
こ
と
が
な

い
人
に
限
り
ま
す
。

● 

公
開
抽
選
会
　
６
月
下
旬

（
予
定
）

※ 

二
回
以
上
連
続
の
落
選
者
は

二
回
抽
選
が
で
き
る
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す
。

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

● 

受
付
期
間　
６
月
１
日
水

か
ら
６
月
９
日
木
ま
で

● 

募
集
団
地
　
県
内
に
所
在

す
る
県
営
住
宅

※ 

対
象
団
地
や
戸
数
は
募
集
案

内
書
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

● 

申
込
書
配
布　
本
庁
住
宅
管

理
係
、
支
所
市
民
福
祉
Ｇ

家賃補助制度

新婚、子育て世帯に月２５,０００円を補助、
転入・婚姻届から半年以内に手続きを ● 問い合わせ　本庁地域振興係☎ 32・0773

申請に必要な書類（転入や婚姻届の提出日から原則として６カ月以内に提出）

新婚世帯 子育て世帯

・新婚世帯家賃補助金受給資格認定申
請書
・新婚夫婦の戸籍謄本、または婚姻届受
理証明書

・子育て世帯家賃補助金受給資格認定
申請書
・申請者が 3 年以上市外に居住したこと
を証明する書類（戸籍の附票など）

・住民票の謄本　・賃貸借契約書の写し

未
満
の
夫
婦
。（
夫
婦
の
い
ず

れ
か
が
市
外
か
ら
転
入
の
場
合
、

年
齢
制
限
は
適
応
し
ま
せ
ん
）
▽

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に

婚
姻
届
が
受
理
さ
れ
、
市
内

に
居
住
し
て
い
る
夫
婦
。
再

婚
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　 

▼
子
育
て
世
帯
＝
▽
扶
養
す

る
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
と

同
居
し
て
い
る
人
▽
平
成
25

年
４
月
１
日
以
降
に
宮
若
市

に
転
入
し
た
人
▽
転
入
前
の

直
近
三
年
間
が
市
外
住
民
で

あ
る
人

● 

対
象
住
宅
　
一
カ
月
の
家
賃

（
共
益
費
、
管
理
費
、
駐
車
場
使

用
料
そ
の
他
の
住
居
以
外
の
費
用

を
除
く
）
が
三
万
九
千
円
以

上
で
あ
る
こ
と

　 

▼
新
婚
世
帯
＝
▽
夫
婦
の
ど
ち

ら
か
が
契
約
者
で
あ
る
こ
と

　 

▼
子
育
て
世
代
＝
申
請
者
が
、

平
成
25
年
１
月
１
日
以
降

に
、
新
た
に
民
間
賃
貸
住
宅

の
契
約
を
締
結
し
、
４
月
１

日
以
降
に
本
市
に
転
入
す

る
こ
と

● 

申
込
方
法
　
申
請
書
と
必
要

書
類
を
そ
ろ
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
宮

若
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

定
住
人
口
の
増
加
を

促
進
す
る
た
め
に

市
内
の
民
間
賃
貸

住
宅
に
、
平
成
25
年
４
月
１
日

以
降
に
お
住
ま
い
の
「
新
婚
世

帯
」
と
「
子
育
て
世
帯
」
の
人

を
対
象
に
、
家
賃
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

● 

補
助
金
額
　
月
額
最
大

二
万
五
千
円

● 

補
助
対
象
期
間
　
最
長

三
十
六
カ
月

● 

対
象
世
帯
　
▼
新
婚
世
帯
＝

▽
夫
婦
の
合
計
年
齢
が
70
歳

（
新
築
や
中
古
住
宅
を
購
入
し
た

人
）
が
取
得
し
、
登
記
が
完

了
し
た
住
宅
と
な
り
ま
す
。

　
玄
関
や
ト
イ
レ
、
台
所
、
浴

室
、
居
室
を
有
し
て
お
り
、

利
用
上
の
独
立
性
を
有
す

る
、
床
面
積
が
五
十
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
（
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
は
、
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）

二
百
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以

下
の
建
物
が
対
象
（
事
業
用

の
部
分
が
結
合
す
る
併
用
住
宅
の

場
合
は
、
居
住
用
の
み
が
対
象
で

す
）
と
な
り
ま
す
。
二
百
八

十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た

場
合
は
、
全
て
の
家
屋
が
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

　
　
土
地
は
、
対
象
と
な
る
住

宅
を
建
築
す
る
た
め
に
取
得

し
、
平
成
36
年
12
月
31
日

ま
で
に
登
記
が
完
了
し
た
土

地
。（
三
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
部
分
は
定
住
奨
励
金
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
）

● 

奨
励
金
額　
対
象
住
宅
、
土

地
に
課
税
さ
れ
る
固
定
資
産

税
に
相
当
す
る
額
で
、
各
年

の
交
付
限
度
額
は
十
五
万
円

と
な
り
ま
す
。

● 

交
付
期
間　
七
年
間

● 

申
請
期
限　
10
月
31
日
月

ま
で

市
で
は
、
定
住
を
目

的
に
市
内
に
住
宅

を
取
得
し
た
人
（
新

築
、
中
古
は
問
い
ま
せ
ん
）
を
対
象

に
固
定
資
産
税
相
当
額
の
定
住

奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
４
月
下
旬
よ
り
申

請
受
け
付
け
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
定
住
奨
励
金
は
毎
年
度
申

請
が
必
要
で
す
。
昨
年
度
交
付

を
受
け
た
人
も
忘
れ
ず
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
奨
励
金
の
対
象
と
な

る
住
宅
取
得
期
間
が
平
成

● 

対
象　
市
内
全
域

● 

対
象
と
な
る
住
宅
・
土
地　

平
成
36
年
12
月
31
日
ま
で

に
定
住
奨
励
金
の
対
象
者

定住奨励金

固定資産税相当額の奨励金を交付
定住奨励金の申請を受け付けます ● 問い合わせ　本庁地域振興係☎ 32・0773

各年度申請件数（累計件数）

年度 平成２5 年度 平成２6 年度 平成２7 年度

交付件数
（新規件数）

２９５
（５０）

３５８
（６７）

４２６
（７１）



病児保育

病児保育事業を行います ● 問い合わせ　本庁幼児育成係☎ 32・0517

肢体不自由児療育キャンプ

肢体不自由児療育キャンプ
参加者を募集します ● 問い合わせ　県肢体不自由児協会☎ 092・584・5723

肢
体
不
自
由
児
や
進

行
性
筋
萎
縮
症
児

が
自
然
環
境
の
中

で
の
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
通
じ
、

楽
し
い
集
団
生
活
の
喜
び
と
自

己
の
能
力
を
発
揮
し
な
が
ら
心

身
の
療
育
効
果
を
上
げ
、
将
来

社
会
に
参
加
し
て
自
立
の
道
を

ひ
ら
く
た
め
の
療
育
キ
ャ
ン
プ

を
本
年
度
も
行
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
医
師
に
よ

る
療
育
指
導
や
助
言
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
各
種
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
や
野
外
活
動
を
通
し

て
、
自
然
に
対
す
る
関
心
と
愛

情
を
育
て
、
社
会
に
適
応
さ
せ

る
た
め
の
生
活
指
導
を
行
い
、

良
い
習
慣
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

参
加
申
込
者
が
定
員
を
超

え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
の
方
法
な
ど
詳
し

い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

進
行
性
筋
萎
縮
症
児
の

キ
ャ
ン
プ

● 

対
象　
進
行
性
筋
萎
縮
症

児
と
そ
の
保
護
者

● 

と
き　
７
月
23
日
土
、24
日

日
（
１
泊
２
日
）

● 

と
こ
ろ　
「
湧
水　
千
石
の

郷
」（
福
岡
市
早
良
区
）

● 

定
員　
三
十
人

海
の
キ
ャ
ン
プ

● 

対
象　
小
学
校
三
年
生
か

ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
在

宅
肢
体
不
自
由
児
で
お
お

む
ね
一
人
で
身
の
回
り
の
こ

と
が
で
き
る
人

● 

と
き　
８
月
10
日
水
か
ら
12

日
金
ま
で
（
二
泊
三
日
）

● 

と
こ
ろ　
県
立
少
年
自
然
の

家
「
玄
海
の
家
」（
宗
像
市
）

● 

定
員　
五
十
人

山
の
キ
ャ
ン
プ

● 

対
象　
小
学
校
三
年
生
か

ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
在

宅
肢
体
不
自
由
児
で
お
お

む
ね
一
人
で
身
の
回
り
の
こ

と
が
で
き
る
人

● 

と
き　
８
月
25
日
木
か
ら
27

日
土
ま
で
（
二
泊
三
日
）

● 

と
こ
ろ　
や
す
ら
ぎ
荘
（
朝

倉
郡
筑
前
町
）

● 

定
員　
三
十
人

● 

申
込
期
間　
５
月
９
日
月
か

ら
25
日
水
ま
で

● 

費
用　

無
料
（
筋
萎
縮
症
児

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
の
保
護
者
に
つ

い
て
は
実
費
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
）

病
児
保
育
事
業
は
、

入
院
の
必
要
が
な

く
病
気
の
回
復
期

に
あ
っ
て
、
集
団
保
育
が
困
難

で
あ
り
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど

の
事
情
で
家
庭
で
保
育
で
き
な

い
児
童
を
病
児
・
病
後
児
室
メ

リ
ー
ハ
ウ
ス(

鞍
手
乳
児
院
併
設)

で
お
預
か
り
し
ま
す
。

　
利
用
に
関
す
る
手
続
き
は
、

メ
リ
ー
ハ
ウ
ス
に
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

● 
対
象
児
童　
お
お
む
ね
生

後
４
カ
月
か
ら
小
学
校
６

年
生
で
、
宮
若
市
に
居
住

す
る
児
童

● 

実
施
時
間　
午
前
７
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で          

※ 

午
後
６
時
か
ら
７
時
ま
で
延

長
保
育
あ
り

● 

休
業
日　
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始(

12
月
29
日
か
ら
１

月
３
日
ま
で)

● 

そ
の
他　
食
事
代
（
お
や
つ
代

含
む
）五
百
円
、
病
児
保
育

に
関
す
る
診
断
書
代（
実
費
）

● 

実
施
場
所　
病
児
・
病
後
児

室 

メ
リ
ー
ハ
ウ
ス(

鞍
手
町

大
字
新
延
四
四
八
番
地
一
一
）

※ 

鞍
手
乳
児
院
併
設

● 

電
話
　
▽
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
＝
０
８
０
・
８
５
６
８
・
６

６
８
４
▽
代
表
電
話
＝
４
２
・

０
２
４
６

世帯区分 1人目 2 人目以降 延長保育

市町村民税課税世帯 ２，０００円 １，０００円 ２００円

市町村民税非課税世帯 １，０００円 ５００円 ２００円

生活保護世帯 ５００円 ０円 ２００円

ひとり親家庭かつ市町
村民税非課税世帯

５００円 ０円 ２００円

利用料

※ 申し込みには事前登録が必要です。（登録書はメリーハウスに提出）
登録申請書は、メリーハウスや本庁幼児育成係、若宮総合支所に設置
しているほか、市公式ホームページからもダウンロードできます。
※ 利用の流れや用意する持ち物など、詳しくは市公式ホームページを
ご確認ください。

介
護
予
防
事
業
の
一
環

と
し
て
、
音
楽
の

専
門
講
師
に
よ
る

音
楽
教
室
を
行
い
ま
す
。

　
音
楽
に
は
、
歌
に
合
わ
せ
て

手
や
指
先
を
動
か
す
こ
と
で
脳

の
活
性
化
を
図
り
、
認
知
症
予

防
効
果
が
あ
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

全
12
回
の
教
室
で
は
、「
歌

う
」、「
学
ぶ
」、「
楽
器
に
触
れ

る
」、「
聴
く
」
を
中
心
に
、
音

楽
を
楽
し
み
な
が
ら
体
験
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

音
楽
を
通
し
て
リ
ズ
ム
に

シニア活き活き音楽教室

「シニア活き活き音楽教室」
参加者を募集します ● 問い合わせ　本庁高齢者福祉係☎ 32・0515

乗
っ
て
、
無
理
な
く
健
康
づ
く

り
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
参
加
希

望
者
は
申
込
み
が
必
要
で
す
。

● 

対
象
者
　
介
護
保
険
の
要

支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人

（
送
迎
用
の
バ
ス
な
ど
は
運
行
し
ま

せ
ん
）

● 

参
加
費　
無
料

● 

申
込
方
法
　
電
話
や
本
庁

高
齢
者
福
祉
係
の
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
間
　
５
月
９
日
月

か
ら
27
日
金
ま
で
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）　

開催日程・場所

安全・安心まちづくり団体事業補助金

地域防犯活動を応援します
安全・安心まちづくり団体事業補助金 ● 問い合わせ　本庁防災安全係☎ 32・0511

区分 内容

対象団体
自治会、ＰＴＡ、ボランティア団体な
ど

対象経費

活動時に必要となる、主に次のような
経費が対象となります。
① 帽子、ベスト、ジャンパー
② 防犯用腕章、タスキ、のぼり旗
③ 講師の謝金や旅費、会議室使用料
④ 防犯啓発のための看板など

補助限度額 １００,０００円

交付の条件
補助事業終了後、３年間は防犯活動を
継続する必要があります。

対象団体、対象経費、補助限度額など 安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
警

察
力
の
強
化
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
警
察

や
行
政
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

一
体
と
な
っ
て
自
主
的
な
防
犯

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
県
で
は
、
地
域
防
犯

活
動
を
開
始
す
る
団
体
に
対

し
て
立
ち
上
げ
支
援
を
行
う
な

ど
、
県
内
の
地
域
防
犯
活
動
の

拡
大
や
定
着
を
図
り
、
活
動
の

一
層
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の

事
業
補
助
を
行
い
ま
す
。

● 

内
容　

防
犯
活
動
を
新
た

に
開
始
す
る
団
体
や
活
動

を
拡
充
し
て
防
犯
活
動
に

取
り
組
む
団
体
な
ど
に
対

し
て
、
活
動
開
始
時
に
要
す

る
経
費
の
う
ち
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

● 

申
込
締
切　
５
月
26
日
木
ま
で

※ 

申
請
へ
の
詳
し
い
内
容
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
書
は「
福
岡
県
の
安
全・

安
心
ま
ち
づ
く
り
」の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

地域での自主防犯活動の
取り組みを進める皆さん
を支援します。

肢体不自由児療育キャンプ 安全・安心まちづくり団体事業補助金 シニア活き活き音楽教室 病児保育

みやわか・もっと市政情報
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とき ところ・定員

７月１３日、２７日
 【宮田地区】

   マリーホール宮田
   午前１０時から（９０分程度）

※定員　４０人 

 【若宮地区】
若宮コミュニティセンター  

「ハートフル」      
   午後２時から（９０分程度）

※定員　３０人

８月１０日、２４日

９月７日、２１日

１０月５日、１９日

１１月２日、１６日

１２月７日、２１日

　  ※  全日程水曜日（全１２回）。宮田地区と若宮地区の 2 会場で
　　行いますので、申し込み時に参加会場をお知らせください



今月の健康

特定健診などの情報は保健事業カレ
ンダーにも掲載しています。
詳しくはお問い合わせください。 Health Info.宮若市　保健事業 検索

　保健センターで実施する栄養改善業務に従事していただくための
管理栄養士の登録者を募集します。
● 業務内容　乳幼児健診時の栄養指導
● 勤務時間　午後１時３０分から午後５時 15 分まで
※ 勤務していただきたい日程については、職員に不足が生じた際に

事前に相談させていただきます。
● 勤務地　宮若市保健センター民生部　健康福祉課　健康対策係
● 応募資格　管理栄養士の資格を有する人、普通自動車免許を有

する人
● 登録期間　平成２９年３月３１日まで
● 選考方法　書類選考、面接（面接日は追って連絡します）
● 賃金　日額６，６００円
● 申込方法　履歴書、資格を証明する書類の写しの２点を窓口に

提出いただくか、郵送で送付してください。※ 履歴書は返却しま
せん

● 問い合わせ　保健センターパレット☎５５・６０００

　　 保健センターの登録栄養士を募集します

各健診をまとめて受診できる総合健診を
行っています。費用負担も少なく、半日で
健診が受診できます。健診は予約制です。

対象者 料金

健康診断 18 歳から 39 歳までの人、
40 歳以上で生活保護を受給している人

   500 円

特定健診 40 歳から 74 歳までの宮若市国民健康保険加入者 無料

肝炎ウイルス検診 40 歳以上（過去に肝炎検査を受けたことがない人） 700 円

胃がん検診

18 歳以上

500 円

大腸がん検診 300 円

肺がん検診 100 円

子宮がん検診 18 歳以上の女性 400 円

乳がん検診

視触診 18 歳以上の女性 100 円

マンモグラフィ
40 歳以上の女性

※マンモグラフィを希望する人
は視触診の受診も必要です。

400 円

　　　 妊娠の届出にマイナンバーが必要です
　　　　
　
　１月から妊娠の届出書にマイ
ナンバーの記入と本人確認が必
要になりました。母子手帳の交
付を受ける時は下記のものが必
要です。
● 必要なもの　▷個人カード▷個人カードがない場合、個

人番号通知書または個人番号付き住民票のどちらか。
運転免許証またはパスポートなどの写真付き身分証明
書、健康保険証、年金手帳などのうち１点が必要です。
※顔写真のない確認書類については２点必要

● 代理人が出す場合
　代理人の本人確認ができるもの、委任者の個人番号がわ

かるもの（写しも可）、委任状
● 問い合わせ　保健センターパレット☎５５・６０００

カラダのメンテナンス、してますか
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健診が始まります

■ ５月分のポイントシール対象事業（一部）

● とき　　６月２３日木・２４ 　 　　、午前９時から
１０時３０分まで受付

● ところ　保健センターパレット
● 予約期間　電話予約は５月２３日月から２７日金

まで、はがきでの予約は５月２４日火まで
※ はがきの到着をもって予約完了となります
● 送迎バス（一週間前に予約が必要です）▷中央公

民館＝午前９時５分・９時５０分発▷若宮コミュ
ニティセンター＝午前９時２０分・１０時５分発

※ 対象者の年齢は、特定健診を除いて、平成２９
年３月３１日現在の年齢です。
※ 先着順で定員になり次第、締め切りますのでお
早めにお申込みください。
※ ６月以降の健診については３月に配布した平成
２８年度宮若市保健事業カレンダーをご確認くだ
さい。
● 問い合わせ　保健センターパレット☎５５・

６０００

特定健診などの情報は保健事業カレ
ンダーにも掲載しています。
詳しくはお問い合わせください。 Health Info.宮若市　保健事業 検索

健康になって記念品をもらおう
「みやわか健康ポイント事業」

　音楽に合わせて体を動かしたり、新聞
紙などの身近なものを使って遊んだり、
親子で触れ合うことのできる教室です。
● とき　5 月１６火、午前１０時３０分か

ら正午まで　　　
● ところ　保健センターパレット
● 対象　1 歳から就学前の幼児
● 費用　無料
● 持ってくるもの　母子手帳
※　事前に申込みが必要です。
● 申込み・問い合わせ　保健センターパ

レット☎５５・６０００

親子遊び教室に
参加しませんか

　楽しみながら、健康づくりに取り組
むための事業です。応募方法にある３
つのポイントを集めて応募すると、記
念品がもらえます。
● 対象　１８歳以上で市内に住んでいる

人または、勤めている人
● 実施期間　５月１日から平成２9 年２

月２8 日火まで（応募は８月１日月から）
● 応募方法　 ▼ポイント１＝健康づくり

の目標を立て３カ月以上取り組みます

　  ▼ポイント２＝がん検診や特定健診
などの健康診査を受診します

　  ▼ポイント３＝対象事業に参加し、ポ
イントシールをもらいます

● 問い合わせ　保健センターパレット
☎５５・６０００

とき 事業名 ところ 時間

５月 9 日月
５月１６日月

にこにこ運動教室 保健センター
パレット

午前１０時から

１１時３０分まで

１９日木
２６日木

午後１時３０分から

２時３０分まで

５月２６日木 宮田病院健康講座
「コレステロールを 減らすには！？」

宮田病院
（☎３２・３０００）

午後１時３０分から

２時３０分まで

随時 万歩計貸与事業 保健センター
パレット

すこやか食育教室

● とき　5 月 31日火午前１０時～１３時まで
● ところ　保健センターパレット
● 対象　就学前の幼児とその保護者
● 申込　5 月 24 日火まで
※ 定員（１０組程度）になり次第締め切ります。
● 問い合わせ　保健センターパレット☎５５・
６０００

親子で料理を作りながら、幼児期からの食生
活を学ぶ教室です。事前に予約が必要です。

Sukoyaka
Syokuiku
Kyoushitsu

幼い頃から食に接することで、食べ物の大切さ
を体験するよい機会となりますので、お子様と
一緒にご参加ください。（弟妹の託児もあります
のでどうぞお問い合わせください）

日金

sougouseisaku
タイプライターテキスト

sougouseisaku
タイプライターテキスト
　

sougouseisaku
タイプライターテキスト

sougouseisaku
タイプライターテキスト

sougouseisaku
タイプライターテキスト

sougouseisaku
タイプライターテキスト



生涯学習ひろば
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宮若いきいきスポーツクラブ会員募集
本年度も市民の皆さんの「健康づくり・生きがいづくり」のために活動します。
｢いきいきスポーツクラブ｣ は、スポーツを楽しみながら、健康で明るく、充実した生活を
送っていただくためのお手伝いをさせていただくことを目的に活動をしています。詳しい内容についてはお問い合わせください。

● 問い合わせ　いきいきスポーツクラブ事務局☎３４・７６５０

内容種目

心と体の両面から美しくなる総合的
な健康法です。
● とき　５月２３日月、６月６日月、

午後８時から９時３０分まで
● ところ　Ｂ＆Ｇ海洋センター

正しい呼吸法が体得できるとともに
集中力が向上します。
● とき　５月１６日月、６月６日月午

後１時３０分から３時まで
● ところ　Ｂ＆Ｇ海洋センター

健康増進や精神安定が得られます。
● とき　５月１０日火、２４日火、６

月７日火　　　　　　　　　　
午後１時３０分から３時まで

● ところ　Ｂ＆Ｇ海洋センター

● とき（ところ）５月１３日金、２７
日金（市民体育館）５月２０日
金、６月３日金（Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター）、午後２時から３時３０分ま
で

内容種目

Folk Dance
class

正しい歩き方がマスターできます。
● とき　５月２３日月、６月１３日月、

午後１時３０分から２時３０分まで
● ところ　Ｂ＆Ｇ海洋センター

バドミントン
教室

Badminton class

フォークダンス
教室

楽しみながら健康づくりができます。
● とき　５月１２日木、６月９日木、

午後１時３０分から２時３０分ま
で

● ところ　Ｂ＆Ｇ海洋センター

太極拳教室
Chinese boxing

 class

健康づくりに最適な運動です。
● とき　５月１３日金、２７日金　　

午後１時３０分から３時まで
● ところ　Ｂ＆Ｇ海洋センター

スポーツ
吹矢教室

● とき　５月１３日金、２０日金、２７
日金、６月３日金、午後７時から
９時３０分まで

● ところ　市民グラウンドテニス
コート

のびのびと体を動かしませんか。
● とき　５月１５日日、６月５日　

午前１０時から１１時３０分まで
● ところ　Ｂ＆Ｇ海洋センター

ソフトテニス
教室

Soft Tennis class

ジュニア
バドミントン教室

Junior
Badminton class

楽しみながら体を動かしませんか。
● とき　５月１４日土、２１日土、２８

日土、６月４日 土　　　　　
午前１０時から１１時３０分まで

● ところ　市民体育館

子ども体操
教室

Child Exercises class

ヨガ教室

宮若市カローリング大会
出場チーム募集

ファミリーから職場まで、グループで参加できる

Lifelong Study Scope   
生涯学習スコープ

宮若市高齢者大学受講生募集

いくつになっても学ぶ楽しさを

　

この機会にあなたもグランドピアノを弾いてみませんか。

　希望選択の専門講座で編成し、10 月
には社会見学を行います。専門講座を
行うのは原則木曜日です。
● 受講資格　６０歳以上の市内在住の

人で、全期間受講できる健康な人
● 定員　１５０人程度
● 期間　平成２８年６月２日木から平成２

８年３月１6日木まで
● 受講料　年間 3,500 円（社会見学、実習

教材費等の一部は受講生の負担となります）
● 専門講座　 ▼やさしい体操講座（音楽

に合わせて体操します。体力に自信のある方

はすっきり体操へ） ▽定員＝４０人 ▽講師
＝井上智子さん ▽時間＝午前１０時から
正午まで ▽会場＝マリーホール宮田

　 ▼すっきり体操講座（音楽に合わせて
体操します） ▽定員＝４０人 ▽講師＝井
上智子さん ▽時間＝午後１時から３時
まで ▽会場＝マリーホール宮田

　 ▼絵手紙講座 ▽定員＝２０人 ▽講師＝長
野江身さん ▽時間＝午前１０時から正午
まで ▽会場＝中央公民館学習室

　 ▼初めてのデジカメ講座 ▽定員＝１９人

▽講師＝中井威さん ▽時間＝午前１０時

から正午まで ▽会場＝中央公民視聴覚
室

　 ▼男性リフレッシュ体操講座 ▽定員＝２
０人 ▽講師＝井上智子さん ▽時間＝午
後１時から３時まで ▽会場＝中央公民
館研修室

● 開講式　 ▽とき＝平成２８年６月２日
木、午前１０時から ▽ところ＝マリー
ホール宮田

● 申込方法　５月 6 日金から５月２０日
金までに中央公民館または中央公民館
若宮分館にある申込書に記入し、提出
してください。電話申し込みはできま
せん。（申込多数の場合は抽選）　※受講決
定者のみ案内を送ります。

● 問い合わせ　本庁公民館・スポーツ
振興係☎３２・０１２３

● とき　６月１2日日、午前８時３０分集合、９時開会式
● ところ　宮若東中学校体育館
● 参加資格　市内に住んでいるか勤めている人
● チーム編成　１チーム３人で補欠１人。ただし、３人の

うち大人が必ず１名以上入ること。
● 申込締切　５月２0 日金午後５時まで
● 申込方法　中央公民館、中央公民館若宮分館で申し込

んでください。希望者には申込用紙をファクスで送付し
ます。（電話での申し込みは不
可）

● 代表者会　 ▽とき＝６月 2
日木午後７時 ▽ところ＝中
央公民館２階研修室

● 問い合わせ　本庁公民館・
スポーツ振興係☎３２・０１
２３

ぴあのといっしょリレーマラソン参加
者募集

● とき　８月７日日 午後１時から５時ま
で

● ところ　若宮コミュニティセンター
「ハートフル」

● 演奏時間 　１組 ５分以内
● 募集人数 　５０組  ※出演は１人１回
● 費用　１組５００円
● 申込方法　申込用紙に必要事項を記入の上、ハートフル

に直接お持ちいただくか、郵送でお願いします。申込用
紙はハートフルかホームページから入手できます。

● 申込期間　６月１日水から３０日木 午前９時から午後５
時まで

● 申込先　〒 822-0101 宮若市福丸２７２番地１ 宮若市
役所市民課市民福祉グループ

● 問い合わせ 　支所市民福祉 G ☎５２・１１１１

光陵グリーンスタジアム・西鞍の丘芝生フィールド　主な大会（天候などにより試合が中止になる場合もあります）

光陵グリーンスタジアム
（☎３３・１５１５）

5 月1日日　福岡中央地区高校野球大会　高校硬式

５月３日火から5 日木　第２５回ゼット旗争奪日本少年野球福岡大会　少年硬式

５月７日土、８日日　第９５回宮九州地区大学野球選手権北部九州ブロック大会　大学硬式

５月１４日土、１５日日　九州六大学春季リーグ戦　大学硬式

５月２１日土、２２日日　第６８回九州選手権大会　大学準硬式

西鞍の丘芝生フィールド（☎５４・０２０７） 芝生養生中

第１回体験スポーツ教室参加者を募集します
● とき　５月２９日日　　　　　　　　　　　　　　　
● ところ　なびきホール、Ｂ＆Ｇ海洋センター　　詳しくは「いきいきスポーツクラブ」☎３４・７６５０にお問い合わせください。



生涯学習ひろば

運動嫌い、めんどくさが
り、食べることが大好きで、
晩酌が欠かせない。「太っ
た人」であった著者が、
ストレスのないダイエット
法を伝授します。
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『満腹！ガツン弁当』
著者 ▼ 小林まさみ 
出版 ▼ 成美堂出版

茶碗２杯分のご飯とたっぷ
りのおかず。育ち盛りのお
子さんも、ばりばり働く大
人にも、大満足のお弁当レ
シピ。「詰め方」の手順付
きです。

『ターゲット』
編集 ▼ ジェローム・シュシャン
出版 ▼  高橋書店

2010 年にゴディバジャパ
ン社長に就任した著者の
ビジネスの掟を弓道の言葉
になぞらえて綴った初の著
作。楽しく仕事をする極意
を伝授します。

1970 年に発行された
本の復刻版。ページを
めくるたびに変わる散
歩の風景を見ていると、
散歩に出かけたくなりま
す。愛を感じる１冊です。

『４５歳、１０ヵ月で３５㎏ヤセた私の成功法則』
著者 ▼ 西園寺リリカ
出版 ▼  講談社

100 年前と言えば、明治・
大正時代。その頃はどん
な事件が？殺伐とした現
代の新聞記事とは違い、
どこか笑えて、心温まる
記事を集めた１冊です。

『1 週間後にオレをふってください』
著者 ▼ 日本児童文学者協会編
出版 ▼  偕成社

「１週間」という時間をめ
ぐる５つの物語が書かれ
ています。標題の物語は
お調子者の広太が成り行
きで告白したことから始
まります。
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本好きなあなたがおすすめの１冊を
紹介するコーナーです。

▼  おすすめする人　生田 柚
ゆ ず き

月さん（６歳）、山岡　咲
しょう

さん（6 歳）

路上で目にするあの石碑、あの石垣。見過ごしがちな

路上の「あれ」には歴史の記録、そして記憶が潜んで

いました。Ｙ氏が見つけ出した５４箇所に及ぶ「路上

遺産」を写真や古地図、図面などでわかりやすく紹介

した本書。その内容も筥崎宮の巨大な灯篭、天神の名

前の由来など、福岡市内各所の秘話が満載です。馴染

みのある風景を歴史的な視点から眺めると、当時の町

の様子、人々の暮らしが見えてきます。なによりＹ氏

の心赴くままの探求心と好奇心を垣間見るのが楽しく

て…。本書を片手に歩きたくなる１冊です。

● おはなし会　

　５月７日土　 リコリス本館 午後２時から　 

　　　　　　　図書館司書が担当

　５月１４日土　リコリス本館 午後２時から

　　　　　　　ボランティア「ハナミズキ」が担当

　５月２１日土　ハートフル分館 午後３時から

　　　　　　　図書館司書が担当

　５月２８日土　リコリス本館 午前１０時３０分から

　　　　　　　ボランティア「ふぉーＧ」が担当

● 朝のおんがく図書館　５月６日、１１日、１９日、２４日

● 休館日　５月２日、９日、１６日、２３日、２６日、３０日
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５ １５月 日（日）

若宮コミュニティセンター「ハートフル」

午前１０時から午後４時まで

とき

ところ

ワークショップ（当日受付・参加費が必要です）

▶ 紙あそび（１００円）　
　図書室に飾ってある、飾り切り折り鶴や、モビール、フラワーポ
　ンポンを作ろう
▶ クルミボタン作り（１００円）　
　好きな柄の布を選んで、クルミボタンを作ろう
▶ プラパン作り（５０円）　
　絵を描いて、オリジナルキーホルダーを作ろう
▶ ふうせん人形（２００円）　
　図書室に置いてある、ふしぎなさわり心地の人形を作ろう
▶ アイロンビーズ（５００円）　
　ビーズで好きなキャラクターを作って、ストラップにしよう
▶ 革小物作り（１，０００円）　
　好きな革を選んで、小銭入れを作ろう
▶ テラリウム（３００円）　
　好きな色の砂を選んで、自分だけの小さな世界を作ろう
▶ 多肉植物寄せ植え（１，０００円）　
　好きな多肉植物を選んでアレンジしよう
▶ フェルティミシン（デコレーション３つで１００円、付け放題５００円）　
　糸を使わない子どもでも安全なミシンを使って、バックを作ろう

※都合により内容の変更などがあります

● 山口読書会１４時から
● ハナミズキ１５時から

おはなし会

つむぎ祭

※ 若宮コミュニティセンター「ハートフル」が満車の場合は、

旧若宮小学校中庭に駐車してください

（研修室）

▷つむぎ祭りのイベン

トに１回参加するごと

にスタンプが１つも

らえるよ！３つ集めて

ゲームに挑戦しよう！

楽しいワークショップが
いっぱいです！皆さんの
参加をお待ちしてます♪

『100 年前の三面記事』
著者 ▼ ＴＢＳラジオ「大沢悠里のゆうゆうワイド」
出版 ▼ ＫＡＤＯＫＡＷＡ

『さんぽだいすき』
著者 ▼ 岸田衿子文・長新太絵
出版 ▼ ひかりのくに

『福岡路上遺産』
著者 ▼ Y 氏（山田孝之）
出版 ▼ 海鳥社
配架場所 ▼ 宮若リコリス ・地域資料



イベント・ニュース

農地の出し手、
担い手を募集します

　農地の賃借を行いませんか。農地
中間管理機構は、農業をリタイヤす
るなどで農地を貸したい出し手から、
規模拡大などを受けたい担い手など
への集積、集約化を進めるため、農
地の中間的な受け皿となる組織です。
● 募集期間　5 月３１日火まで
● 権利設定日　１１月1日火
※ 申し込み方法や協力金の交付要件
などは、お問い合わせください。
● 申込み・問い合わせ　本庁農林対

策係☎３２・０５１８

民生委員・児童委員の日に
講演会を行います

　５月１２日から１週間は民生委員・
児童委員の活動を皆さんに知ってい
ただくための活動強化週間です。講
演会はどなたでもご来場頂けます。
　民生委員・児童委員は家庭問題や
子育てに関する相談など、必要な支
援に努めています。
● とき　５月１２日木、午後１時受け

付け、１時３０分開演
● ところ　マリーホール宮田
● 講師　中村秀一さん（九州大谷短期

大学）
● 問い合わせ　本庁人権福祉係☎

３２・０７６５

県営住宅入居者募集

● 受付期間　６月１日水から９日木
まで

● 募集団地　県内に所在する県営住
宅

● 申込書配布窓口　本庁住宅管理
係、支所市民福祉Gで配布します。

※ 対象団地や戸数などの詳細は募集
案内書に掲載しています。
● 問い合わせ　筑豊県営住宅管理事

務所☎０９４８・２１・３２３２

第１５回宮若ほたる祭

● とき　６月４日土、午後３時から
午後９時まで（雨天中止）

● ところ　西鞍の丘総合運動公園（メ
イン会場）、黒水宮（ほたる観賞会場）

● 内容　▷ステージイベント▷飲食
コーナー▷こども縁日コーナー▷ほ
たる観賞など

● 問い合わせ　宮若市観光協会☎５
５・９０９０

合併処理浄化槽の設置者に
補助金を交付します

　本年度以前に竣工したものや年度
をまたいだ設置工事は対象外です。
また、予算がなくなり次第終了します。
● 対象　▷専用住宅や共同住宅であ

ること▷小規模店舗などを併用し
た住宅の場合は、延床面積の２分
の１以上が居住の用の建物である
こと。

● 補助金額　▷ 5 人槽＝３３２,０００
円▷7 人槽＝４１４,０００円▷１０人
槽＝５４８,０００円 ▷１１人から５０
槽＝７４３,０００円 

● 問い合わせ　本庁下水道課管理係
☎３２・３１５９

冷水道路無料により
回数券の払戻しを受付けます

　５月１５日
から冷水道
路が無料で
通行できま
す。回数券を持っている人は払い戻
しを受け付けます。
● 受付場所　冷水道路料金所（筑紫野市）

● 必要なもの　▷回数券▷回数券払
戻申請書（ホームページから入手可能）

● 問い合わせ　県道路公社業務推進
課☎０９２・６４１・０１０３

後期高齢者医療健康診査を
受診しましょう

　後期高齢者医療加入者には受診票
を送付しています。
● 対象　後期高齢者医療に加入し、生

活習慣病の治療を受けていない人
● 受診期限　平成２９年３月３１日火

まで
● 費用　５００円
● 予約方法　健康診査の実施医療機

関で予約して受診してください。
● 問い合わせ　県後期高齢者医療広

域連合お問合せセンター☎０９２・
６５１・３１１１

４月から介護保険制度が
一部変更になりました
　
　これまで全国一律で実施していま
した介護予防給付事業が、「介護予
防・日常生活支援総合事業」に変わ
りました。新しい事業では、６５歳以
上の皆さんを対象にきめ細やかに取
り組んでいくことになります。
　また、認知症施策推進事業として
市や医療機関などと連携して認知症
初期集中支援チームを設置しました。
認知症が疑われる人や認知症の人、
その家族に適切な医療機関の受診や
介護サービスの案内などを行います。
　詳しくはお問い合わせください。
● 問い合わせ　本庁地域包括支援セ

ンター☎３３・３４５６

ふくおか女性いきいき塾　
第５期塾生募集

　県内在住の満２０歳から５０歳まで
の女性を対象とします。
● とき　7 月から平成２９年 2 月まで

の全１０回
● ところ　クローバープラザなど
● 定員　３０人程度
● 費用　交通費、交流会参加費は自

己負担
※ 生後６カ月から就学前まで一時保
育制度有り（ ▽１日＝１人３００円）
● 問い合わせ　県男女共同参画セン

ターあすばる☎０９２・５８４・１２６１

県女性海外研修事業
「女性研修の翼」団員募集

　県内に居住し、平成２８年４月１日
現在２０歳から６５歳までの女性を対
象に募集します。ただし、過去に海
外派遣事業に公的な経費により参加
した人などは除きます。
● 研修国　ノルウェー
● 研修期間　１１月６日日から１２日

土まで
● 定員　２０人（書類と面接選考有り）
● 費用　３０万円程度
● 募集期間　５月６日金から６月１０

日金まで
● 申込先　本庁人権福祉係
● 問い合わせ　県男女共同参画推進

課☎０９２・６４３・３３９１

その笑顔 未来を照らす
道しるべ【児童福祉週間】

　５月５日から１週間は「児童福祉
週間」です。子どもたちが健やかに
生まれ育つことは、私たちすべての
願いであり大切な課題です。子ども
たちの未来について家庭や地域で考
えてみませんか。
● 問い合わせ　県庁子育て支援課☎

０９２・６４３・３３１１

経済センサス活動調査への回
答をお願いします

　全ての企業・事業所を対象に、６
月１日現在で調査します。５月下旬
より、調査員が調査票を配布します。
● 問い合わせ　本庁総務Ｇ☎３２・

０５１１

きれいな川でみんな笑顔
春の遠賀川一斉清掃月間

　5 月１１日から 6 月１０日までを「春
の遠賀川一斉清掃月間」と定めてい
ます。宮若市は 5 月２８日に河川清
掃を行います。きれいな遠賀川作り
に参加しませんか。
● 問い合わせ　本庁環境対策係☎３

２・０５１６

宮田さつき花き展

　宮若春の風物
詩でもある宮田さ
つき花き展。今
年も丹精こめて
育てた「さつき」が会場に並びます。
● とき　５月２８日土から３０日月ま

で、午前８時から午後６時まで（最
終日のみ４時まで）

● ところ　マリーホール宮田
● 問い合わせ　宮田さつき愛好会（荒

井）☎０８０・３９００・４２２８

月 保健事業カレンダー

厳しい基準もクリアしたおいしい水道水で安全な毎日を

● 問い合わせ　本庁業務係☎３２・１００５

１日  水：すくすく相談
　　　　：マタニティー相談
　　　受付は午前 10 時～ 11 時

保健センターパレット
２日  木 ：にこにこ運動教室

午後１時３０分～２時３０分
保健センターパレット

６日  月 ：にこにこ運動教室
午前１０時～１１時３０分
保健センターパレット

７日　火 ：４カ月児健診
　　　　受付は午後１時～１時１０分
　　　　：１２カ月児健診　　　　　

受付は午後１時１５分～２５分
保健センターパレット

１４日 火 ：３歳児健診
午後１時～１時１０分
保健センターパレット

１６日  木：にこにこ運動教室
　　　　午後１時３０分～２時３０分

保健センターパレット 2 日（   
２０日 月 ：にこにこ運動教室
　　　　午前 10 時～ 11 時３０分

保健センターパレット 2　　
２１日 火 ：７カ月児健診
　　　　受付は午後１時～１時１０分
　　　　：１２カ月児健診　　　　　

受付は午後１時１５分～２５分
保健センターパレット　　

２３日 木：総合健診（事前予約者のみ）

受付は午前９時～１０時３０分
保健センターパレット

２４日 金：総合健診（事前予約者のみ）

受付は午前９時～１０時３０分
保健センターパレット

２８日 火 ：離乳食教室（前期・要予約）

午前１０時～１2 時
保健センターパレット

※ 妊娠がわかったら早めに母子手帳の交付
を受けましょう。妊娠届出書を保健センター
パレットまでお持ちください。

6

　若宮地区では新築や改築をきっかけに平成２６
年度で２８件、平成２７年度は２９件の水道の新規
加入がありました。井戸水は、周辺の環境の影響
を受けやすいことから飲料水を井戸水に頼ること
は、必ずしも安全とは言えません。
　若宮地区の皆さんのご家庭にお届けする水道水は、水道法によって定められた厳し
い水質基準や、厚生労働省が示した「おいしい水の目標基準」をクリアした安全でお
いしい水です。福丸、金丸、竹原、水原、沼口、小原の一部、高野の一部ではすでに
水道を利用することができます。
　また、平成２６年９月より水道料金、加入金が安くなり、より利用しやすくなってます。
対象地域にお住まいでまだ加入していない皆さんはぜひご利用ください。

募集
invite information

その他
others  information
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イベント・ニュース

「ちょっくらふれ旅」
体験プログラム主催者募集
　

　直鞍地域を訪れた人に地域ならで
はの講座を通して、住民の皆さんと
のふれあいを楽しんでもらう体験プ
ログラム「ちょっくらふれ旅」。
　夏休み期間中と秋期の２シーズン
にイベントを行います。パン作り、
竹細工、絵画や陶芸教室などの講師、
ヨガや屋外体験のインストラクター、
ウォーキングや登山などのガイドと
いった経験を生かして、教室を主催
していただける皆さんを募集します。
● 秋季講座締切　５月３１日火まで
● 申込み・問い合わせ　本庁秘書・

政策推進Ｇ☎３２・０５１２

「親子ふれあいタイム」
カラーセラピーから見る子育て

　「人それぞれには色（カラー）があり、
それを認めていくと子育てはもっと
楽になるかも」。そんな思いが込めら
れた助産師による講座です。
● とき　５月２１日土、午前１０時か

ら１１時まで（受け付けは午前９時４５
分から５５分まで）

● ところ　生涯学習センター「宮若
リコリス」

● 対象　就学前のお子さんと保護者
（市外の人も対象）

● 講師　金子由香利さん（助産師）
※ 参加希望者は事前に連絡をお願い
します。
● 申込み・問い合わせ　子育て支

援センター「さくらんぼ」☎３２・
１３１９

「人権擁護委員の日」
特設人権相談

　家庭内のもめごとや隣近所とのト
ラブルなどの相談に応じます。
● とき　６月１日水、午前１０時から

午後３時まで
● ところ　 ▽マリーホール宮田 ▽若

宮コミュニティセンター「ハート
フル」

● 問い合わせ　直方人権擁護委員協
議会☎２２・１１４４

行政書士による無料相談会

　「住民の暮らしと財産」をテーマに
相談に応じます。
● とき　５月２２日日、午後１時から

４時まで
● ところ　生涯学習センター「リコ

リス」第３研修室
● 問い合わせ　アソシエイツ宮若　

主宰　華村公一事務所☎４２・３９
５５

交通事故無料相談会を行います

　損害賠償請求書、保険請求手続き
などについて行政書士が相談に応じ
ます。事前予約は不要です。
● とき　５月２１日土、午前１０時か

ら午後４時まで
● ところ　サンレイクかすや（粕屋町）
● 問い合わせ 県行政書士会☎０９２・

６４１・２５０１

行政相談委員による
無料相談会

　行政サービスに関する相談や行政
の仕組み、手続きなど気軽にご相談
ください。
● とき　５月１８日水、午前１０時か

ら午後３時まで
● ところ　生涯学習センター「宮若

リコリス」、若宮コミュニティセン
ター「ハートフル」

● 問い合わせ　本庁総務Ｇ☎３２・
０５１１

ファイナンシャル
プランニング相談を行います

　家計の支出が多く、税金を払いた
いけど払えない人などを対象に、専
門家であるファイナンシャルプラン
ナーによる無料相談を受け付けます。

（事前予約が必要。１人１時間以内）
● とき　５月１８日水、午前９時から

午後８時まで（次回は６月１７日を予
定）

● ところ　本庁１０１会議室
● 問い合わせ　本庁収納・滞納対策

係☎３２・１００８

くらし・事業なんでも相談会

　複数の専門職が一同に会し、無料
相談会を行います。予約は不要です。
● とき　６月４日土、午前１０時から

午後４時まで（先着順）
● ところ　イイヅカコミュニティセ

ンター２階（飯塚市）
● 相談時間　１人３０分間
● 相談員　社会保険労務士、弁護士、

公認会計士、税理士など
● 問い合わせ　県弁護士会☎０９２・

７４１・６４１６

納期
tax・premium  information

出生 13 人 転入 157 人 
死亡 41人 転出 174 人 

● ３月３１日が基準日

NUMBER
INFORMATION

数字で見る宮若市

窃盗犯罪内容 件数 １月からの累計

車上ねらい 1 件 1 件

部品ねらい 0 件 2 件

乗り物盗 2 件 3 件

自販機ねらい 2 件 2 件

空き巣など 0 件 5 件

火災種類 件数 １月からの累計

建物火災 0 件 0 件

その他火災 １件 １件

死者 0 人 0 人

人口  45 人 減りました 28,762 人

男性  ３人 減りました 13,647 人

女性  42 人 減りました 15,115 人

世帯数 25 世帯 増えました 13,030 世帯

火災

事故.犯罪

ごみ
種類 重さ

ごみの量 694,020 キロ

資源回収量 6,161 キロ

１人当たりのごみの量 24.1 キロ

※ ごみ減量目標は総合計画に掲げたもので１人が１カ月に
出すごみの量を２１.８キロ以内にしようとするものです。

飲酒運転撲滅

住宅火災警報器
設置しましたか？

第２、第４日曜日は
資源回収の日です

〜１４歳 12.5％ 3,593 人

１５歳〜６４歳 55.2％ 15,879 人

６５歳〜 32.3％ 9,290 人

※ 住民基本台帳法の改正により、外国人登録者数を含む
人口情報となっています。

講座
lecture information

軽自動車税を減免します

　障がいがある人が所有する軽自動
車などは、申請により軽自動車税が
減免されることがあります。（期限を過
ぎると、減免を受けることができません）
● 対象　 ▽障がいがある人が所有す

る軽自動車 ▽障がいがある人のた
めに使用する軽自動車 ▽障がいが
ある人の利用のために改造した軽
自動車

● 必要書類 ▽減免申請書 ▽印鑑 ▽身
体障害者手帳、戦傷病者手帳、療
育手帳、精神障害者保健福祉手帳
のうち該当するもの ▽運転免許証

▽自動車検査証 ▽納税通知書 ▽個
人番号（マイナンバー）

● 申請期限　５月３１日火まで
● 問い合わせ　本庁市民税係☎３２・

０５１３

弁護士による無料法律相談

　相談時間は１人３０分となります。
● 紹介状発行窓口 ▽ 本庁総務Ｇ、

▽支所市民福祉Ｇ
● ところ　直方弁護士センターほか
※ 電話予約が必要です。
● 問い合わせ　本庁総務Ｇ☎３２・
０５１１

今月の納期 【５月】

● 軽自動車税　全期
● 納期限　５月３１日火まで
● 口座振替日　５月２５日水　　　
　納期限内に納付しない場合は督促
状を発送します。また、納期限の翌
日から、延滞金が発生します。（最初の
１カ月は年利２.８％、以降９.１％）
● 問い合わせ　本庁収納・滞納対策

係☎３２・１００８

商品中古軽自動車などの
課税免除

　商品として所有し、展示している
中古軽自動車の課税免除を行います
ので手続きをお願いします。
● 対象　古物商の許可を受けた販売

業者が所有する軽自動車など
● 申請期限　５月３１日火まで
● 申請方法　課税免除申請書に古物

商許可証の写しと納税通知書を添
付し、法人番号（個人番号）を記入
のうえ提出してください。

● 問い合わせ　本庁市民税係☎３２・
０５１３

相談
consult information

福岡県弁護士会 検索

ちょっくらふれ旅 検索

市内交通事故 件数 １月からの累計

物件事故 47 件 184 件

人身事故 20 人 50 人

月から行政救済制度の一つである行政不服審査制度を見
直し、より公正な手続の下で皆さんの権利や利益の救済

を図る仕組みに変わりました。

４ 　なお、３月３１日までにされた行政処分などに対する不服申立
てについては、４月１日以降に申し立てられた場合でも、これま
での制度を適用します。

時代に対応した制度へ
行政不服審査制度が変わりました ● 問い合わせ　本庁総務 G ☎３２・０５１１

主な改正ポイント 詳細（情報公開制度や個人情報保護制度は表中の 2 3 は適用しません）

1 不服申立ての種類の一元化 不服申立ての手続が、原則として審査請求に一元化

2 審理員制度の導入 一定の要件を満たす職員を審理員として指名し、中立的な立場で公正な審理を実施

3 第三者機関への諮問手続きの導入 宮若市行政不服審査会への諮問手続きを導入

4 審査請求期間の延長 ６０日から３か月に延長

5 不服申立前置の見直し 不服申立てに対する判断の後でなければ、裁判所への出訴ができないことを一部見直し、出訴数の増加へ
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NO.124

の
優
し
い
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
他
に

中
学
生
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
も
い
ま

す
。
新
し
い
校
舎
と
一
緒
に
、
楽
し
い
思

い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
、
教
育
委
員
の
波
止
萬
里
子
さ
ん
が

話
す
告
辞
を
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞

く
新
一
年
生
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
は
、
新
た
に
開
校
し
た
施
設
一
体

型
の
小
中
一
貫
校
で
す
。
一
年
生
か
ら
九

年
生
の
表
示
が
あ
る
、
広
く
開
放
的
な

昇
降
口
と
階
段
ス
ペ
ー
ス
、
木
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
る
空

間
に
、
中
庭
の

吹
き
抜
け
か
ら

入
る
柔
ら
か
な

光
が
、
小
中
学

生
を
あ
た
た
か

く
迎
え
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
校
舎
は
三
階

建
て
と
な
り
、
小
学
生
と
中
学
生
が
同

じ
フ
ロ
ア
で
学
び
、
多
様
な
人
間
関
係
を

築
き
な
が
ら
、「
豊
か
な
心
と
広
い
視
野

を
持
ち
、
未
来
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子
ど

も
の
育
成
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
制
十
一
年
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
節
目

の
年
に
、
新
し
い
学
校
で
、
子
ど
も
た
ち

は
ど
ん
な
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

教
育
先
進
の
ま
ち
づ
く
り
の
未
来
に

つ
い
て
、
詳
し
い
内
容
は
来
月
号
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
「
は
い
！
」

　

柴
田
孝
行
校
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
名

前
を
呼
ば
れ
、
緊
張
し
な
が
ら
も
し
っ
か

り
と
返
事
を
す
る
新
７
年
生
（
中
学
一
年

生
）
の
生
徒
た
ち
。
真
新
し
く
、
少
し

大
き
め
の
制
服
に
身
を
包
ん
だ
生
徒
た

ち
は
、
４
月
11
日
、
宮
若
西
中
学
校
入

学
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
と
し
て
今

年
４
月
に
開
校
し
、
小
学
校
、
中
学
校

そ
れ
ぞ
れ
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
12
日
に
行
わ
れ
た
若
宮
小
学
校

の
入
学
式
で
は
、

　
「
こ
の
学
校
も
、
皆
さ
ん
と
同
じ
ぴ
か

ぴ
か
の
一
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
小
学
生

若宮小学校・宮若西中学校
小中一貫校開校

Think Future,
Think Education.

教育先進のま
ちづくりへ

平成２８年４月ついに若宮小学校・宮若西中学校小

中一貫校が開校しました。さまざまな教育課題の解

決に向けて教育先進のまちづくりはさらに加速して

いきます。

直鞍地区で初となる施設一体型小中一貫校




